
イフジ産業の鶏卵相場予想
2025年 12⽉ の鶏卵相場予想

350円
（全農東京相場LM加重平均）
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全農東京鶏卵相場 2021年〜2025年
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※2025年11⽉の相場は11⽉26⽇までの平均値。2025年12⽉は予想値。
※予想は当社独⾃のものであり、あくまで予想です。
※この情報に関するお問い合わせ等はご遠慮ください。

＝
「タマゴテック」でライフスタイルの殻を破る

１１⽉の相場ですが、Lサイズ３３０円・Мサイズ３３０円にてスタートしました。その後６⽇にＭサイズが５円上昇、１１⽇
にLサイズ・Ｍサイズともに５円上昇、１８⽇にもＬサイズ・Ｍサイズ５円上昇し、その後は現在に⾄るまで保合となっております。
（２０２５年１０⽉２６⽇時点のＬＭ加重平均は３４２．５円）

供給⾯に関して、徐々に気温が低下してきた事によって産卵率・卵重ともに安定してきていますが、⿃インフルエンザが各地で発
⽣しているため予断を許さない状況となっております。１０⽉２１⽇に北海道にて今シーズン初めて発⽣して以降、１１⽉２５
⽇時点での発⽣件数は計５件(うち採卵鶏は４件)となっており、約１６５万⽻(うち採卵鶏は１６０万⽻)が処分となってお
ります。⼀⽅の需要⾯では、量販筋では冬場の需要期に向けて引き合いが強くなっており、外⾷筋においても秋冬メニューや⾏
楽需要で更なる需要の伸⻑が⾒受けられます。

さて、１２⽉の相場予想ですが、供給⾯では前述の通り⿃インフルエンザの蔓延によって不⾜感が⾼まっており、１１⽉２６
⽇時点での発⽣状況は２０２２〜２０２３年のエッグショックに次ぐ規模となっているため、今後もタイトな状況が続いていく事
が予想されます。⼀⽅の需要⾯に関しては、政治問題によるインバウンドの影響が観光・⼟産菓⼦業界中⼼に懸念されますが、
気温の更なる低下によって、引き続き鍋物・おでんなどの需要は増加していくものと思われます。また、外⾷や加⼯筋においても年
末商戦・クリスマスシーズンによる特需が発⽣していくと思われるため、全体的な需要は上向いていくものと考えられます。

１２⽉の鶏卵相場ですが、⽉間ＬМ加重平均は３５０円付近と予想致します。ただ、⿃インフルエンザの動向次第で鶏卵
情勢は⼤きく変化していく可能性が⾼いため、引き続き注視していく必要があります。
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